
平成 2９年度 バス研修会報告 

 
 

日 時： 平成 29 年７月７日（金）8:50～17:00 

行 先： ・社会福祉法人成田山福祉財団「成田学園」 

     ・成田ビューホテル スカイラウンジ（昼食） 

     ・千葉県立体験博物館「房総のむら」 

交通手段：南部地域福祉センター大型バス 

参加者： 47 名 

 参加費： 3,000 円（昼食代 2,700 円・房総のむら入場料 240 円・保険 30 円他）  

 

本年も好天に恵まれたバス研修会は、秋田さんの軽快な司会進行でスタートしました。 

 

【成田学園】児童養護施設  10:00～11:30 

施設職員の石井さんに園舎を案内いただいた後、児童虐待や児童養護施設の現状に

ついてお話いただきました。 年間 200 人の見学を受け入れているというだけあり、

４７名の団体に対してマイクも使わずに施設案内される石井さんに、学園と児童に対

する熱い想いを強く感じました。 

・児童相談所での虐待相談対応   

児童養護施設で受け入れる児童は、30 年前は家庭内暴力、バブル崩壊後は親の蒸発、最近では

児童虐待と社会情勢の変化で変わっているが、いつの時代も社会情勢のしわ寄せが子どもたちに

きているのは変わらない。虐待の割合は心理的虐待（産まなければ良かったと言うなど）が 47.2％

で最も多く、次いで身体的虐待 27.7％である。虐待者は実母が 52.4％で最も多く、次いで実父

が 34.5％である。 

虐待をする家庭の多くは、親族から孤立し、近所や学校からも孤立し、経済的にも厳しく夫婦仲

が悪いことが多い。昔は親子が気まずくなれば祖父母が間に入り怒りが収まるまで避難させる。

また親も井戸端会議などでおしゃべりすることで「大丈夫、うちも一緒よ」と声をかけられ救わ

れることがあったが、親族や近所から孤立して追い詰められた親は救いがないため子どもを虐待

してしまう。虐待を防ぐためのボランティアとして、まずは近所の親御さんを孤立させないよう

声かけすることから始めて欲しい。 

・質疑応答 

Q．里親の紹介があったが、里親は健全に子育てできているのか？ 

A．里親のところから施設に来ている子もあり、うまくいっていないケースもある。昔は里親にな

るには申請するだけで良かった。今は３日間の研修＋２日間の施設実習がある。充分とはいえ

ないが、何もしないよりは良い。 

Q．18 歳になって施設を出てからの道筋は？ 

A．一昨年までは 20 歳、今は大学卒業の 22 歳まで施設にいることができる。多くは高卒で就職

し、寮に入るか一人暮らしをする。しかし１８歳はまだまだ未熟でフォローが必要。アパート

を借りて大学へ行っている子は定期訪問をするなどアフターケアをしている。また、困ったと

きには周囲の人に SOS を出せと教えている。 

Ｑ．家庭を知らずに育った子供は結婚するか？ 

Ａ．同じ子の結婚式に２回出席したこともある（笑）。「結婚する（出産する）から祝儀が欲しい」

といってくる（笑）。 

Q．実の親との関わりは？ 

A．入所して２年くらいたつと「家に帰りたい」というようになる。子どもから要望がでれば、手

紙・電話・面会・短期外出・外泊とステップを踏んで、１年くらいかけてひとつひとつハード

ルを越えて親元に帰るケースもある。 

石井さん 



 

【成田ビューホテル】 12:00～13: 45 

成田学園で児童養護施設の現状を見て聞いて、それぞれに

重く深く感じることがありましたが、ランチタイムは気持ち

を切り替えて、最上階のスカイラウンジで昼食と景色とおし

ゃべりを楽しみました。暑い日でしたので、予定より１５分

時間を延長してゆっくりできたのが好評でした♪ 

 

【房総のむら】 14:05～16:00 

記念撮影の後、ボランティアガイドによる「商家の町並み」「農家」の２コースと自由に体験・見

学を楽しむ方とそれぞれに分かれました。暑かったので、もっと滞在時間が短くて良いとの声も… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


